











 ERK および p38 MAP キナーゼによって活性化される Mnk プロテインキナーゼは，翻訳開
始因子 eIF4E のリン酸化などを介して翻訳制御に関与すると考えられている。Mnk1/2- DKO
マウスから樹立した MEF 細胞に Mnk1 を発現させ，翻訳制御における mTOR シグナル系と
Mnk シグナル系のクロストークについて解析した。その結果，mTOR シグナル系の活性化に
よる eIF4G (Ser1108)のリン酸化が Mnk1 シグナル系によって阻害あるいは修飾されることを
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や JSAP/JLP と Mnk1 の相互作用を解析す








mTOR シグナル系および Mnk シグナル系に











るのではなく，Ser1108 近傍の Ser1105 ある
いは Ser1106 残基がリン酸化される可能性
が示唆された。このことを検証するために，
現在，Ser1105/1106 が Mnk1 によってリン
酸化されるか否かについて検討中である。 
 他方， eIF4E や eIF4G と Mnk1 との相
互作用について免疫沈降法にについて解析
した結果，構成的活性化変異（Thr344Glu 変
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